








1.はじめに 

第 1編(1)では単純ヘルペス脳炎(HSE)の初期症状は多彩であり、その 1つに急性脳症をし

めすことがあり、その 1 つに Reye syndrome(RS)との早期鑑別、および HSE の早期治療の

面で HSE の早期診断が必須のものであることを指摘した。また、第 2編(2)では、その早期

診断の 1つの方法として、髄液 1gG 抗体をはかることで、神経症状発現後 2-3 日に早期診

断できることを示した。 

今回は、その早期診断をより確実にするために、髄液 1gG 抗体のほかに、血清のIgM 抗体

および、髄液、血清の IgM 捕捉 ELISA を検討したので報告する。 


